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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年7月17日(2008.7.17)

【公開番号】特開2007-64987(P2007-64987A)
【公開日】平成19年3月15日(2007.3.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-010
【出願番号】特願2006-242365(P2006-242365)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/566    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  33/53    ＺＮＡＤ
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/18    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/566   　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｐ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月30日(2008.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＩＬ-２２Ｒポリペプチド又はＩＬ-１０Ｒβポリペプチドを含有すると思われる試料中で
のＩＬ-２２Ｒポリペプチド又はＩＬ-１０Ｒβポリペプチドを検出する方法であって、前
記試料をＩＬ-２２ポリペプチドと接触させ、前記試料中でのＩＬ-２２Ｒ／ＩＬ-２２ポ
リペプチドコンジュゲート又はＩＬ-１０Ｒβ／ＩＬ-２２ポリペプチドコンジュゲートの
形成を確かめることを含んでなる、前記コンジュゲートの形成が前記試料中でのＩＬ-２
２Ｒポリペプチド又はＩＬ-１０Ｒβポリペプチドの存在を示す、前記方法。
【請求項２】
前記試料がＩＬ-２２Ｒポリペプチド又はＩＬ-１０Ｒβポリペプチドを発現すると思われ
る細胞を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記ＩＬ-２２ポリペプチドが検出可能な標識で標識されるか、又は固体支持体に付着し
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ている、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
生物活性分子をＩＬ-２２Ｒポリペプチド又はＩＬ-１０Ｒβポリペプチドを発現する細胞
と結合させる方法であって、前記細胞を前記生物活性分子と結合しているＩＬ-２２ポリ
ペプチドと接触させ、前記ＩＬ-２２ポリペプチドと前記ＩＬ-２２Ｒ、又は前記ＩＬ-２
２ポリペプチドと前記ＩＬ-１０Ｒβポリペプチドの結合を可能にすることを含んでなり
、それによって前記生物活性分子と前記細胞を結合させる前記方法。
【請求項５】
前記生物活性分子が毒素、放射標識又は抗体である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
前記生物活性分子が前記細胞の死を引き起こす、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
ＩＬ-２２Ｒポリペプチド又はＩＬ-１０Ｒβポリペプチドを発現する細胞の少なくとも１
つの生物学的活性を調節する方法であって、前記細胞を（ａ）ＩＬ-２２ポリペプチド、
（ｂ）抗-ＩＬ-２２Ｒポリペプチド抗体又は（ｃ）抗-ＩＬ-１０Ｒβポリペプチド抗体と
接触させることを含み、前記（ａ）ＩＬ-２２ポリペプチド、（ｂ）抗-ＩＬ-２２Ｒポリ
ペプチド抗体又は（ｃ）抗-ＩＬ-１０Ｒβポリペプチド抗体を前記ＩＬ-２２Ｒポリペプ
チド又はＩＬ-１０Ｒβポリペプチドと結合させることにより、前記細胞の少なくとも１
つの生物活性を調節する方法。
【請求項８】
前記細胞が死滅する、請求項７に記載の方法。
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